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■事業目的

薩摩川内市では、甑島の観光を柱とした地域振興を図るため、「第２次甑島ツーリ
ズムビジョン」を策定し、「甑島ツーリズム推進協議会」（平成 27 年度設立）にお

いて、甑島地域の観光地づくり、ガイド研修や、観光関連業者の情報交換などを積
極的に実施、また令和２年８月には甑大橋が完成し、観光の起爆剤として期待が寄
せられている。

このような中で、令和２年以降のコロナ禍においては、大々的な誘客施策を控えざ
るを得なかったことや観光関連事業者の担い手不足、高齢化、観光地として定着し
ない等の課題を抱えている。

一方、甑島へのアクセスは、薩摩川内市及びいちき串木野市（以下、「両市」とい
う。」からの航路があり、いちき串木野市においても、英国留学生記念館のＰＲや
様々な体験プログラムの事業者育成など、新たなファンづくりに注力しており、関
係機関との連携を強化することによって広域観光の活性化を推進していくことが求
められている。

そのために、九州経済産業局では、両市の連携による、ポスト/with コロナも踏ま

えた広域観光モデルの開発、地域の魅力を強化・発信する取組を支援するとともに、
当該地域の観光課題の解決、及び民間主導で持続可能な地域で稼げる観光を構築す
るために必要な調査事業を実施するものである。

jeki 1



（１）観光動向に関する現状の調査分析

今後の活動計画及び戦略方針の策定のために、甑島を中心とした両市の観光に関す
る現状と課題について、文献、インターネット、各種調査報告書、両市・政府統計
データ等による情報収集・分析、並びに島内観光事業者のヒアリング調査を実施した。

jeki 2

①甑島における受入れ体制整備等の取組状況

②甑島の現状
図表出典：甑島ツーリズムビジョン

図表出典：甑島ツーリズムビジョン



jeki 3

③いちき串木野市の現状

④両市の甑島の観光交流に係る取り組み

＜薩摩川内市の主な取組＞ 情報発信・旅行商品造成

 情報発信メールマガジン・サイト運営・FBページ運営
 個人旅行型甑島旅行商品造成事業（フリーチョイス）
 甑島交流促進事業（TV番組制作放送・AGT招へい）
 甑島地域情報発信事業（旅行パンフレット発行）
 旅行商品造成支援（旅行会社補助）
 地域おこし対策事業（地域おこし協力隊）
 甑島観光ライン周遊バス運行事業

＜いちき串木野市の主な取組＞ フェリー利用促進(航路維持)

 甑島航路活性化推進事業（市民向けツアー造成販売）
 甑島経済交流事業（経済・交通・運輸等補助）
 串木野・甑島航路活性化推進事業（フェリー代船補助）
 串木野・甑島航路活性化推進事業（旅客待合所管理）
 甑島フェリー自動車航送割引事業（車両運賃割引）
 甑大橋開通記念「かけはしクーポン」誘客事業（地元フェリー利用者へのクーポン発行）
 アドベンチャー事業補助金（小中高生体験活動）

（１）観光動向に関する現状の調査分析

図表出典：いちき串木野市資料



jeki 4

⑤コロナ禍の中での島内観光事業者等の現状認識と今後の論点整理

（１）観光動向に関する現状の調査分析

コロナ禍の影響により来訪者が激減し、回復の見込みが見えない現状に対する危機感や不安が島内事業
者・関係者に募っている状況。一方で、感染症の拡大防止のための移動・行動制限がある中でも、現状の
打破に向けて前に進もうとする事業者は各々の特徴を活かす活動に取り組んでいる。

↓

統一的な活動目標・計画の策定に先立ち、改めて島内事業者の活動状況を把握して方向性を検討すること
が求められる。



（２）活動方針・計画及び戦略方針の策定

（１）の状況を踏まえたターゲットの設定、コンセプト抽出、プロモーション計画

策定並びに令和３年度の活動方針・計画及び戦略方針等を策定するための薩摩川内

市・いちき串木野市の行政関係者協議の場を設置・運営した。

jeki 5

①協議会の開催

第１回（8月30日開催）事業の進め方について、以下の案にて承認を得た。

■ スケジュール（案）

《基本方針》
コロナ禍の影響で大きく変化している甑島観光の現状を把握し、
島の観光事業者の主体性とモチベーションを引き出しながら事業を推進していく。



（２）活動方針・計画及び戦略方針の策定

jeki 6

第２回（10月1日開催）

甑島観光の現況整理、並びに観光等事業者ヒアリングから整理された論点（P.4参
照）を踏まえ、事業の進め方について、以下の改訂案の承認を得た。



（２）活動方針・計画及び戦略方針の策定

jeki 7

■スケジュール（10月1日改訂案）



（２）活動方針・計画及び戦略方針の策定

jeki 8

また、その後の検討会（意見交換会、計画検討会）の対応方針について協議し、以
下の実施概要の策定につなげた。

第３回（2月9日開催）

検討会の開催結果報告と、計画検討会で決定されたトライアル計画の内容の承認を
得るとともに、検討会を通じて抽出された島内事業者と本土事業者が連携した民間主
導の観光振興の取組みを進めるにあたっての課題を抽出、その解決の方向性を協議し
た。

※トライアル計画の内容と２月上旬時点の課題は次ページ参照



（２）活動方針・計画及び戦略方針の策定

jeki 9

※トライアル、並びにプロモーションの実施結果については後述。

第４回（3月25日開催）

2月中旬の実施を予定していたものの、新型コロナ感染症の影響によりトライアルを
含め３月上旬に開催を延期。その取材による甑島島内事業者の新たな挑戦の開始に関
するプロモーションの実施結果を報告した。

また、今年度の調査事業としての取組みのまとめを報告し、今後の取組みの考え方
と具体的な活動案の提案（次ページ参照）について、両市並びに九州経済産業局と協
議した。



（２）活動方針・計画及び戦略方針の策定

jeki 10



（２）活動方針・計画及び戦略方針の策定

jeki 11

第1回（10月26日開催）：意見交換会（島内状況に合わせ計画検討会の代替として実施）

②検討会の開催

甑島島内の観光関係事業者に参加を呼びかけ、甑島の観光活性化の実践活動に関
する検討会を開催した。



（２）活動方針・計画及び戦略方針の策定

jeki 12

第2回（12月20日開催）：計画検討会①



（２）活動方針・計画及び戦略方針の策定

jeki 13

第3回（1月19‐20日開催）：計画検討会②



（２）活動方針・計画及び戦略方針の策定

jeki 14



（２）活動方針・計画及び戦略方針の策定

jeki 15

トライアルの実施

＜意見交換での主な意見＞

雨天対策チーム

• 実際に体験するととても楽しい。特に雨の日であ
れば、もう少しゆっくりと時間を過ごせるような
場所でも良いと感じた。

• 場所も良くどのように呼び込むか。内容含め、観
光集客の専門家のアドバイスを貰うと可能性が拡
がると感じた。

• 継続するための材料の確保、講師の確保、予約方
法などの検討が必要と感じる。

• 定期開催とするのであれば講師を組織化する必要
がある。作品展示などと組み合わせた展開で組織
化に近づけたい。

• 雨天に限らない展開も考えられる。温泉の入浴と
セットにする商品開発にも可能性があると感じる。

• 材料準備などを島民の協力を得て実施し、材料購
入で島の経済に寄与する方法もある。その場合は、
作品クオリティを挙げ講師養成に力を入れる必要
がある。

エコツアーチーム

• 初心者でもアクセス容易にこのような絶景が体験
できるのは素晴らしい。

• 初心者を対象とするのであれば必要な装備やトイ
レが無いとの情報は不可欠。ややハードル高いよ
うに感じる。

• 採算を考えると単価が高い設定が望ましいが、そ
の場合グランピングなどの必要機材の運搬につい
て工夫が必要となる。

• 昼食がとてもよかった。新鮮な食材を景色良いと
ころで美味しく食べられ、また地元郷土料理も良
かった。

• 風景に意味があることが理解でき、自然をよく観
察した暮らしがまさにエコであると理解できた。



（２）活動方針・計画及び戦略方針の策定

jeki 16

専門家による助言

以上の活動の計画検討・実践にあたっては、以下の３名の専門家の助言を受け
て実施した。

専門家名 助言内容

田中 義朗氏
（一社）富士山チャレンジ
プラットフォーム

甑島において白亜紀の地層・化石や低山登山を題材としたプログラ
ム開発についての助言

地形地質の専門的知見を活かした防災専門家として活動。木曽御嶽山火山噴火で登山者の所在確
認ができ未曾有の災害となった教訓を踏まえ、登山客の安全管理について、ビーコンを使った対策
の仕組み構築に携わっている。

また、同ビーコンは災害時以外には、スタンプラリー形式のプログラム構築にも利用できること
に着目し、広義の安全管理の視点から低山登山によるトレーニング推奨にも取り組んでいる。

その経験から、甑島の地形・地質や、一般登山客が好む高山とは異なる低山の魅力の活かし方に
ついて助言を求めた。

主なアドバイスは以下のとおり

・地形地質は、テレビ番組の影響もあり注目を集めているが、マニアックさと身近さのバランスが
必要である。学術的な知見を、いかに平易に伝えるか、その技術にはかなりのテクニックを要す
る。

・食や健康志向は、里山を活用した観光との親和性が高い。しかしそこにオリジナリティを出すた
めには、地域の生業との関連性など、地域特性に注目する必要がある。

・甑島に関しては、独特の地形地質が興味を引き、また素人でも距離的にはアクセスが比較的容易
な場所にあることが強みと考える。

・ただし、初心者が気軽な装備で入山してしまい道迷い、滑落などの事故も発生し、そうした事案
対応には十分留意が必要である。

・現地ガイドを付けることが解決策ではあるが、有料の低山ガイドの普及にはまだ時間を要すると
ころがある。

福田 護氏
もりのかくれんぼ

地域の素材を使ったクラフトなどの体験プログラムの運営について

金沢市に在住し、白山の麓の山主と共同で、里山体験基地の運営を行っている。元々、家電メー
カーでプロダクトデザインを担当する技術者であった。退職を機に、里山活動や手作りクラフトの
ワークショップなどの表現活動のプログラム提供を行っている。
最近では、ワーケーション体験の受け入れにも着手している。

主なアドバイスは以下のとおり
・クラフト体験は一定の需要はあるが、30分程度と短く手軽なプログラムは、真剣みが足りずに

却って定着しない。

・制作時に参加者は見本を求めるが、元々は自由な発想で作ることに意義があり、とにかく自分で
やってみることを先に伝えることが重要。

・その上で、相手の求めに応じてコツを教えるなど自発性を重視し、失敗を恐れない、自分でチャ
レンジすることを伝えるのが良い。

・安全管理は重要であるが、道具の使い方を最初にしっかりと教え、過去の失敗例に基づく注意喚
起を事前に行うことで、あとは細かい指示はしないようにしている。

・特に子供たちは、「冒険」する機会が極端に減っており、旅先の非日常を味わってもらうために
は、大人の干渉を最小限に抑える（親を離す）ように心がけている。

・ただし、安全管理に絶対はないので、事前に多少の怪我が起きるリスクは説明し、書面にて発生
し得るリスクを保護者にも伝えるようにしている。



（２）活動方針・計画及び戦略方針の策定

jeki 17

専門家名 助言内容

高橋 功氏
（株）南都

太古の歴史を観光活用する際の留意点

沖縄の観光施設「ガンガラーの谷」の所長。運営する観光施設は、約３万年前の港川原人が発掘
された遺跡の一角を成し、「自然」「古代人」「祈り」をテーマとしたガイドツアーやカフェ機能
を持つ施設である。

高橋氏は、大学時代に地形学を学び、ワンダーフォーゲル部に所属し、沖縄本島から鹿児島本土
までのカヤックの旅を実践した経験を持つ。

主なアドバイスは以下のとおり

・太古の歴史をお客様に見ていただく場合、目の前に広がる現物と当時のギャップを埋める話術の
テクニックが必要となる。

・当施設では、その技術研修に、情景描写で多くの人を惹きつける落語家の話術を取り入れる工夫
をしている。

・歴史資源の解説は、学術的な知見に基づいた解説が基本となるが、特に古い時代は材料となる知
見の蓄積が十分でない場合もあり、大胆な解釈が必要となる場合もある。ただし、その際は科
学的知見の有無を明確に伝えることに留意する必要がある。

・博物館的な観光は、見学や説明解説が中心となり、体験を期待する層への訴求力に欠けるところ
も否めない。そうした事は、資料は限られているが、当時の生活復元とその体験などの開発を
進めているところである。

・甑島は、一般の人には未知の領域でもあり、カヤックという特別感が演出できるツールの活用は、
独特の地形地質との組み合わせで、オリジナリティ高い展開が期待される。

専門家名 助言内容

田尾友輔氏
友・ダンジェロ（有）

薩摩川内市・いちき串木野市、及び鹿児島県内を対象に、甑島観光の活
性化に向けた島内事業者の新たな挑戦に係るプロモーション施策の立案
と実施への助言とサポート

空間・ランドスケープデザインのバックボーンを有し、薩摩川内市の地産地消のマルシェイベン
トの運営に携わり、その後川内川の面した空き倉庫（旧ボート小屋）にて、地域クラフトや食、そ
の他各種のテーマに対応するイベントスペースを運営。さらに、地域のコミュニティFMで週１回
の番組パーソナリティも担当している。

今回の田尾氏によるサポート対応事項は以下のとおり

・地域の事業者が新たなチャレンジとして取り組む体験プログラムやツアー運営の情報を、地域
の一般消費者に届けるためのプロモーション戦略の立案

・そのプロモーションを実効性あるものとするための地域メディアの選定とSNS・WEB施策の連
携のコーディネート（計２メディア）

・プロモーションの効果測定の検討ととりまとめのアドバイス

・プロモーション素材の取得のための地域メディア取材のアレンジと取材当日のメディアアテン
ド。現地での取材対象者のサポート。

プロモーションの実施、メディア対応に特化する点については以下の1名の専
門家の助言を受けて実施した。



（３）プロモーションの内容検討及び実施

jeki 18

甑島島内の観光関係事業者が主導して取り組む、地域の新たな旅先のアクティビ
ティ開発の活動を、今後のマイクロツーリズム市場となる薩摩川内市やいちき串木野
市の本土一般に向けた発信、並びに離島観光に関心のある層に向けた発信を目的に、
プロモーション活動を検討、実施した。
内容検討、及び実施にあたっては、地元コミュニティFMで番組を担当し、自ら市

内でイベントスペースの運営等に携わる田尾氏に協力を依頼、メディア編成のコー
ディネート、トライアルの取材対応、並びにプロモーション趣旨に則した記事制作に
関するメディア対応のサポートを受けた（実施内容は次ページ参照）。

＜協力・記事掲載依頼先＞
 FMさつませんだい（コミュニティFM）＋薩摩川内市観光物産協会
 南日本新聞

日付 実施事項 内容 

3/9、10 現地取材 甑島にて、次年度以降の本土の観光地との連携強化に向けた

準備活動として、９日はクラフト体験についてホテルで実施

するためのテストの模様を、10 日は自然を五感で楽しむ地

元の達人が案内するエコツアーの様子を取材。 

3/15 新聞記事掲載 甑島の新たな挑戦に関する記事を掲載。島内事業者が新たな

観光ブランづくりに着手、数年後の事業化を目指す内容につ

いて報じる。 

3/15 ＷＥＢ記事掲載 甑島での取材内容をレポート。レポートでは、観光客目線で

の旅先での新たなアクティビティ発掘をして、その楽しさを

伝えることに重点化して記事を作成する。 

また、同記事では、2 名様に 5,000 円相当（送料含む）の甑

島物産をプレゼントする記事への感想コメントを募集する

懸賞について告知。 

3/16 取材の様子をラ

ジオで紹介 

地元の方が取り組む新たな挑戦の様子の取材内容等につい

て、ラジオ番組で紹介。ＷＥＢ記事の投稿をお知らせし、併

せて懸賞応募を告知する。 

3/17 懸賞応募〆切 

検証データ集約 

 

3/22 結果報告 記事の内容とそれに対する反応（コメント）を集約し、「甑

島の新たな活動」に関するプロモーション結果（周知効果）

の検証結果をレポートにまとめる。 
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専門家名 助言内容

田尾友輔氏
友・ダンジェロ（有）

薩摩川内市・いちき串木野市、及び鹿児島県内を対象に、甑島観光の活
性化に向けた島内事業者の新たな挑戦に係るプロモーション施策の立案
と実施への助言とサポート

空間・ランドスケープデザインのバックボーンを有し、薩摩川内市の地産地消のマルシェイベン
トの運営に携わり、その後川内川の面した空き倉庫（旧ボート小屋）にて、地域クラフトや食、そ
の他各種のテーマに対応するイベントスペースを運営。さらに、地域のコミュニティFMで週１回の
番組パーソナリティも担当している。

今回の田尾氏によるサポート対応事項は以下のとおり

・地域の事業者が新たなチャレンジとして取り組む体験プログラムやツアー運営の情報を、地域
の一般消費者に届けるためのプロモーション戦略の立案

・そのプロモーションを実効性あるものとするための地域メディアの選定とSNS・WEB施策の連
携のコーディネート（計２メディア）

・プロモーションの効果測定の検討ととりまとめのアドバイス

・プロモーション素材の取得のための地域メディア取材のアレンジと取材当日のメディアアテン
ド。現地での取材対象者のサポート。

（３）プロモーションの内容検討及び実施

専門家による助言(再掲)

特にプロモーションの実施、メディア対応に特化する点については以下の1名
の専門家の助言を受けて実施した。



（３）プロモーションの内容検討及び実施
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https://satsumasendai.gr.jp/62616/https://satsumasendai.gr.jp/62591/

薩摩川内観光物産ガイドサイト「こころ」掲載記事
（FMさつませんだい WEBサイトの掲載記事も同様）

南日本新聞掲載記事

実施結果



（３）プロモーションの内容検討及び実施
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効果測定 アンケートの回答

＜回答者属性＞
雨天対策 全24名：女性17名、男性7名 /  県内20名、県外4名
エコツアー 全12名：女性 8名、男性4名 /  県内 5名、県外7名（うち１名は台湾）

<設問＞
Q1.マニアックエコツアーに参加してみたいと思いましたか？
Q2.特にどの体験・スポットが魅力的だと思いましたか？
Q3.上記の他に、マニアックエコツアーにどのような体験プログラムがあったら良いと思いますか？
Q4.もしマニアックエコツアーに参加される場合、懸念されることはありますか？
Q5.その他、甑島に関するご意見等ございましたらご自由にご記入ください。

<設問＞
Q1.自然素材アートを楽しむ体験プログラムに参加してみたいと思いましたか？
Q2.特にどの体験プログラムに参加したいと思いましたか？
Q3.雨天時の甑島で、どのような体験プログラムがあったら良いと思いますか？
Q4.天候に関わらず甑島旅行する際、どのような体験をしたいですか？
Q5.その他、甑島に関するご意見等ございましたらご自由にご記入ください。

雨天対策トライアル

エコツアートライアル

■ 体験を希望するプログラム(複数回答）
玉石アート 10名、流木＆マクラメ編み 5名、流木アート 13名

■ その他雨天時に期待するプログラム
恐竜関連のプログラム、バードウォッチング、アクセサリー作り、ボトリウム（瓶を使った小型水
族館）、シーグラスドーム作り、郷土料理教室、魚のさばき体験、屋根付き海産物BBQ、食品加
工・酒蔵見学、カフェ＆グルメ巡り、雨天の景色見学、室内スポーツ

■ 天候関わらずに期待するプログラム
写真講座、ごったん（楽器）体験、化石関係の体験、エクストリームな自然体験、海のアクティビ
ティ、クルーズ、魚料理を楽しむ、特別な写真撮影、リゾート用品のレンタル、武家屋敷でのコス
プレ体験

■ その他意見（一部抜粋）
天候不安の解消を期待する／無料の電動自転車貸出／船の増便を期待する／子供が楽しんだので親
の自分も行きたい／11月に旅行したが昼食場所が少ないと感じた。展望台の解説が難しすぎる／
「こしきじま」と「甑島」が一致するようなPRが必要に思う／日帰りプランの充実を期待する

■ 体験を希望するプログラム
先人の暮しガイド 1名、神社裏絶景スポット 9名、内川内の滝 3名、海の幸ランチ 5名

■ その他マニアックエコツアーに期待するプログラム
星空観察キャンプ、滝下り、海からアプローチするトレイル、ビーチコーミング、写真講座、自分
で食材を収穫しての調理、漁業体験、温泉、電動自転車ツアー、歴史スポットの探訪、クルーズ

■ マニアックエコツアーの懸念点
トイレ、体力、対象年齢、天候、飲料水、救難対応、危険生物への対応

■ その他意見（一部抜粋）
実際に参加したい／本土市民の割引も期待する／子供のアクティビティの充実に期待／自分と同じ
島の人と過ごした体験を子供にさせてあげたい／現地での乗り物の対応が心配




